
長野県佐久穂町

乙女の滝

周辺の見どころ
龍岡城五稜郭は、函館五稜郭とともに日本に二つしかない星型稜堡をもつ洋式城郭です。同城は江戸時代末期に田野口藩主松平のりかた乗謨が
元治元年（1864）に田野口藩新陣屋として着工し、慶應3年（1867）に竣工しました。フランスのボーヴァン将軍が考案したといわれる稜堡式築城法によ
るもので、突角部に砲座を設けて、各稜堡から敵に対して死角を無くして攻撃する十字砲火が可能になっています。明治5年（1872）に城は取り壊され
ましたが、堀と土塁、建物の一部「お台所」が城内に残されています。昭和9年（1934）5月1日に国史跡として指定されています。隣接する「五稜郭　であ
いの館」では、同城の資料を展示しています。

龍岡城五稜郭の俯瞰図

乙女の滝

屈曲する水堀

住所：長野県佐久市田口2975-1
開館時間　9時30分～16時
休館日　毎週火曜日、年末年始
電話　0267-82-0230

五稜郭 であいの館 ACCESS

北陸
新幹
線

軽井沢

佐久平 岩村田

北中込

滑津
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海瀬

乙女の滝
小海線

小海線
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254

龍岡城 五稜郭 であいの館

「乙女の滝」は森林に囲まれたこや古谷渓谷の中にあります。
ぬく抜いがわ井川の水流が巨石をはさみ二筋に分かれて約
九メートル落下し、水しぶきをあげています。滝つぼの近くまで
いくことができ、夏は涼を求めて観光客が訪れます。滝から三百
メートルほど離れた道路脇に駐車場があり、渓流沿いの遊歩
道を5分ほど歩きます。紅葉の季節も素晴らしい景観が出迎え
てくれることでしょう。

所在地：長野県南佐久郡佐久穂町大字大日向
ACCESS乙女の滝
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水
泳
N
I
P
P
O
N
の
父

「
フ
ジ
ヤ
マ
の
ト
ビ
ウ
オ
」
登
場
で
期
待
が
高
ま
る

力泳する古橋選手（毎日新聞社 /アフロ）
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2
0
1
9
年
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ「
い
だ
て
ん
」〜
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
噺
〜
後
半
の
主
人
公
は
田
畑
政

治
氏
。終
戦
直
後
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
振
興
活
動
を
開
始
し
、昭
和
三
九
年（
1
9
6
4
）の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。田
畑
氏
の
活
躍
と
、東
京
五
輪
開
催
に
至
る
ま
で
の
経
緯

や
東
京
五
輪
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
紹
介
す
る
。

   

昭
和
二
〇
年（
一
九
四
五
）八
月
一
五
日
、

数
年
間
続
い
た
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
了

し
、
社
会
は
戦
時
統
制
が
解
か
れ
、
自
由
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
時
代
に
な
っ
た
。田
畑
政

治
は
、
戦
前
か
ら
活
動
し
て
い
た
水
泳
の
全
国

団
体「
大
日
本
水
上
競
技
連
盟
」を「
日
本
水

泳
連
盟
」に
名
称
変
更
し
、
同
年
一
〇
月
に
理

事
長
に
就
任
し
た
。ま
た
、
戦
争
中
は
軍
の
統

制
下
に
あ
っ
た「
大
日
本
体
育
協
会
」
は
昭
和

二
一年（
一
九
四
六
）に
民
間
団
体
の「
日
本
体

育
協
会
」
と
な
り
、
田
畑
は
常
務
理
事
に
就

任
、日
本
が
オ
リ
ン
ピッ
ク
に
出
場
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
尽
力
す
る
。戦
時
中
に
日
本
の

各
競
技
団
体
は
国
際
競
技
連
盟
か
ら
除
名

処
分
を
受
け
て
お
り
、
除
名
撤
回
さ
れ
な
け

れ
ば
オ
リ
ン
ピッ
ク
出
場
は
で
き
な
い
状
況
だっ

た
。

　

第
二
次
大
戦
中
に
オ
リ
ン
ピッ
ク
は
中
止
に

   

昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）にヘル
シ
ン
キ
オ

リ
ン
ピッ
ク
大
会
が
開
か
れ
、
日
本
は
念
願
か

なって
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
た
。し
か
し
、
競

泳
で
金
メ
ダ
ル
は
無
く
、
期
待
の
古
橋
は
赤
痢

の
後
遺
症
で
実
力
を
発
揮
で
き
ず
八
位
に
終

わ
る
と
い
う
残
念
な
結
果
に
終
わった
。

  

昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）
に
は
メ
ル
ボ
ル
ン

オ
リ
ン
ピッ
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
、
日
本
の
獲

得
メ
ダ
ル
数
は
金
四
個
、
銀
一
〇
個
、
銅
五
個

と
前
回
よ
り
も
大
幅
に
増
え
た
が
、
競
泳
の

金
メ
ダ
ル
は
一
個
に
と
ど
まっ
た
。昭
和
三
四
年

（
一
九
五
九
）
に
は
五
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピッ

ク
大
会
の
開
催
が
決
定
し
た
。

   

翌
年
の
昭
和
三
五
年（
一
九
六
〇
）の
ロ
ー

マ
大
会
で
、
日
本
の
合
計
メ
ダ
ル
獲
得
数
は
前

回
大
会
よ
り
も
一
個
少
な
く
、
競
泳
は
銀
二

個
、
銅
一
個
と
振
る
わ
な
かった
。こ
の
時
代
の

オ
リ
ン
ピッ
ク
は
、ソ
連
な
ど
共
産
主
義
の
国
々

が
国
家
的
な
戦
略
で
メ
ダ
ル
獲
得
に
取
り
組

ん
で
お
り
、日
本
は
劣
勢
に
立
た
さ
れ
て
い
た
。

四
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク
で
は
、日
本
人
選

手
の
メ
ダ
ル
獲
得
数
が
大
き
く
注
目
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、メ
ダ
ル
の
獲
れ
る
競
技
の
レ
ベル
アッ
プ

と
選
手
の
育
成
が
喫
緊
の
課
題
だった
。

   

戦
後
初
の
オ
リ
ン
ピッ
ク
に
は
参
加
で
き
な

かった
も
の
の
、日
本
で
は
昭
和
二
一
年（一九
四

六
）に
プ
ロ
野
球
や
東
京
六
大
学
野
球
が
復
活

し
、
夏
に
は
兵
庫
県
宝
塚
市
で
第一回
国
民
体

育
大
会
が
開
催
さ
れ
た
（
冬
大
会
は
青
森
県

八
戸
市
で
開
催
）。翌
年
に
は
箱
根
駅
伝
が
復

活
し
た
。国
民
の
ス
ポ
ー
ツへの
関
心
が
高
ま
る

の
を
み
た
田
畑
は
、ロン
ド
ン
オ
リ
ン
ピッ
ク
で
行

わ
れ
る
水
泳
競
技
と
同
日
程
で
、
全
日
本
水

上
選
手
権
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
決
め

た
。ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
選
手

よ
り
も
速
い
タ
イ
ム
が
出
れ
ば
、
日
本
の
競
泳

が
国
際
舞
台
に
復
帰
す
る
こ
と
に
弾
み
が
つ
く

が
、
そ
の
逆
な
ら
復
帰
は
遠
の
い
て
し
ま
う
だ

ろ
う
。

   

昭
和
二
二
年（
一
九
四
七
）に
、
古
橋
広
之

進（
日
本
大
学
）は
日
本
選
手
権
の
四
〇
〇
m

自
由
形
で
非
公
式
記
録
な
が
ら
世
界
記
録
を

上
回
って
い
る
。昭
和
二
三
年
に
ロ
ン
ド
ン
オ
リ

ン
ピッ
ク
と
同
時
に
開
催
さ
れ
た
全
日
本
水
上

選
手
権
大
会
で
、
古
橋
は
世
界
記
録
を
更
新

し
、「
水
泳
王
国
日
本
」は
健
在
だった
こ
と
を

世
界
に
示
し
た
。古
橋
は
「
フ
ジ
ヤ
マ
の
ト
ビ
ウ

オ
」と
呼
ば
れ
、ア
メ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
た
大
会

で
も
自
身
の
記
録
を
更
新
し
て
優
勝
す
る
快

挙
を
成
し
遂
げ
た
。

な
り
、昭
和
二
三
年（一
九
四
八
）に
ロ
ン
ド

ン
で
再
開
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
た
。田
畑

は
日
本
が
ロ
ン
ド
ン
大
会
に
出
場
で
き
る
よ
う

に
国
際
競
技
連
盟
に
対
し
て
除
名
処
分
撤
回

を
嘆
願
し
よ
う
と
し
た
。し
か
し
、
当
時
の
日

本
は
G
H
Q(

連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司

令
部)

の
統
治
下
に
あ
り
、
外
国
と
の
折
衝
は

G
H
Q
を
介
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

陳
情
は
田
畑
の
思
惑
通
り
に
進
ま
な
かっ
た
。

何
と
か
水
泳
だ
け
で
も
出
場
で
き
な
い
か
と

考
え
を
め
ぐ
ら
し
、
国
際
水
泳
連
盟
の
除
名

撤
回
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
I
O
C
か
ら
招
待

を
受
け
て
参
加
す
る
方
法
を
模
索
す
る
。

　

I
O
C
委
員
の
中
に
は
、日
本
の
参
加
を
容

認
す
る
空
気
が
あ
っ
た
も
の
の
、
開
催
国
の
イ

ギ
リ
ス
が
難
色
を
示
す
。戦
争
中
に
日
本
軍
と

戦
っ
た
遺
恨
が
あ
り
、
I
O
C
は
イ
ギ
リ
ス
に

配
慮
し
て
日
本
の
招
待
は
実
現
し
な
かった
。

戦
後
直
ち
に
競
技
復
活
の
た
め
動
き
出
す

五
輪
へ
の
復
帰
を
果
た
す
も
、
水
泳
の
強
化
が
課
題
に

idaten

田畑は政府や東京都を動かして東京五輪
誘致を成功させた立役者だった。昭和36年
に東京五輪組織委員会事務総長に就任す
るものの、翌年に解任されてしまう。組織委
内の対立があったためと推測されている
が、五輪を愛すればこそ、不本意な処遇を
受けながらも観客席から日本選手団に拍手
を送った。その後、田畑はスポーツ界に復帰
し、日本のスポーツ振興に尽力する。
（The GATE HAMAMATSUの展示）東京五輪招致決定を喜ぶ関係者（日刊スポーツ/アフロ）

代々木第二体育館 東京オリンピックの開会式が行われた国立競技場
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田
畑
政
治



   

昭
和
三
九
年（
一九
六
四
）一〇
月
一〇
日
、東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
が
開
催
さ
れ
た
。前
日
ま
で

の
雨
は
や
み
、雲
一つ
な
い
快
晴
の
も
と
、九
四
ヵ
国
、

約
七
千
人
の
選
手
が
入
場
行
進
し
た
。天
皇
陛
下

の
開
会
宣
言
、五
輪
旗
の
掲
揚
、聖
火
の
入
場
と
点

火
、選
手
宣
誓
と
続
き
、自
衛
隊
の
ジ
ェッ
ト
機
が

上
空
に
五
輪
を
描
き
、式
典
は
大
成
功
と
な
っ
た
。

競
技
で
は
、ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
三
宅
選
手
が

日
本
第
一号
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、体
操
五
個
、レ

ス
リ
ン
グ
五
個
、柔
道
三
個
、ボ
ク
シ
ン
グ一個
、女
子

バ
レ
ー
一
個
と
合
計
一
六
個
の
金
メ
ダ
ル
を
量
産
し

た
。し
か
し
、田
畑
が
期
待
し
た
水
泳
は
銅
メ
ダ
ル一

個
と
振
る
わ
ず
、五
輪
後
に
田
畑
は
水
泳
日
本
の

栄
光
を
取
り
戻
す
た
め
尽
力
す
る
こ
と
を
誓
う
の

で
あ
っ
た
。

1：金・銀・銅メダル。金メダルは純銀に金メッキを施している＊　2：聖火ランナーのトーチ等、歴史に残る品々＊
3：世界記録で優勝したウエイトリフティングの三宅選手＊　4：「東洋の魔女」と呼ばれた日本女子バレーボールチーム
は、ポーランド戦で 1セットを落とした他はすべての試合をストレート勝ちした。決勝戦が行われた駒沢オリンピック公園総合
運動場屋内球技場では、ソ連との決勝戦が行われた＊　
（㈱ヤマト東京支店は、2017 年に同球技場の建替え工事を施工しました）

東京オリンピックメモリアルギャラリー

4

■ 開館時間：

■ 休 館 日：

■ 年末年始：

（
取
材
と
文　
木
下
直
也
）

【
参
考
文
献
】　

「
田
畑
政
治 

五
輪
一
筋
」田
畑
政
治
を
顕
彰
す
る
会
浜
松
発
行

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
全
大
会
」朝
日
新
聞
出
版
発
行

念
願
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

〈問い合わせ先〉

公益財団法人東京都スポーツ文化事業団

駒沢オリンピック公園総合運動場

〒154-0013  東京都世田谷区駒沢公園 1-1　TEL：03-3421-6199

※休館日は変更になることがありますので、
　詳細はお問い合わせください。
※団体でのご来館は事前にご連絡ください。

9 時 30 分～ 17 時　入場無料
第 1・3月曜日（祝日の場合は翌火曜日）

12 月 31 日～ 1月 2日

1

3 4

2

閉会式。日本選手団のあとを自由に歩く各国の選
手たち。人種や国籍にとらわれずに交流する姿が
共感を呼んだ＊

＊の写真：東京都（駒沢オリンピック公園総合運動場　東京オリンピックメモリアルギャラリー収蔵）所蔵

＊の写真：東京都（駒沢オリンピック公園総合運動場　東京オリンピックメモリアルギャラリー収蔵）所蔵

東京五輪の日本選手団公式ト
レーニングユニホーム。当時は
「NIPPON」と表記されていた。
現在は「JAPAN」表記となる＊　

1964 年の第 18 回オリンピック東京大会を中心に、オリンピックの貴重な資料を展示しています。

開会式の紹介パネル＊

ギャラリーの入り口 ＊

開会式、閉会式の映像、
競技のハイライトシー
ン映像＊

1964 年東京オリンピックのブ
レザー、トレーニングユニホー
ム、金・銀・銅メダルなど思い
出の品々  ＊

2020 年東京オリンピック・パラリ
ンピックの紹介＊

公式ポスターは 4種類で、シンプルな
デザインのものと、当時としては珍し
い写真を使用したポスターで話題と
なった ＊

1964 年オリンピック競技種目の紹介＊ 

実際の高さが体感できる壁面 ＊ 競技用具の重さや大きさを体感。
写真は砲丸投げ ＊ 

5
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銀 原田正夫（三段跳び） / 西田修平（棒高跳び） 

■1936 年 ベルリン大会

銅 田島直人（走り幅跳び）/大江季雄（棒高跳び）/ 南昇竜（マラソン）

銅

銅

新井茂雄（100m自由形）/牧野正蔵（400m自由形）/ 鵜藤俊平（1500m自由形）清川正二（100m背泳ぎ） / 小池禮三（200m平泳ぎ）

金【男子陸上】 田島直人（三段跳び） / 孫基禎（マラソン）

金【男子競泳】

【男子競泳】

【男子競泳】

【男子競泳】

寺田登 （1500m自由形）/ 葉室鉄夫（200m平泳ぎ）/ 遊佐正憲・杉浦重雄・田口正治・新井茂雄（800mリレー）
銀 遊佐正憲（100m自由形） / 鵜藤俊平（400m自由形） 

金【女子競泳】 【芸 術】前畑秀子（200m平泳ぎ） 藤田隆治（絵画）/鈴木朱雀（水彩）

/

■1952 年 ヘルシンキ大会

銅【男子体操】

【男子体操】

【男子体操】

【男子レスリング】

【男子レスリング】

【男子レスリング】

鈴木弘（100m自由形）/ 橋爪四郎（1500m自由形）/後藤暢・鈴木弘・谷川禎次郎・浜口喜博（４×200m自由形リレー）銀

銀

銀

金 フリースタイル石井庄八（バンタム級）

上迫忠夫（徒手） 上迫忠夫（跳馬）竹本正男（跳馬） 小野 喬（跳馬）

北野祐秀（フライ級）/

/ /

■1968 年 メキシコシティ大会
森岡栄治（バンタム級）【サッカー】 小城得達・他 17名銅 銅君原建二（マラソン）銀

銀 銀【男子バレーボール】 池田尚弘・他 11名 井上節子・他 11名

■1960 年ローマ大会

【射撃】

石井 宏・福井 誠・藤本達夫・山中 毅（4×200m自由形）

大崎剛彦・清水啓吾・富田一雄・開田幸一（4×100mメドレー）

小野 喬（個人総合）/ 竹本正男（鉄棒）銀

山中 毅（400m自由形）/ 大崎剛彦（200m平泳ぎ）/銀

【女子競泳】 田中聰子（100m背泳ぎ）

金

【ボクシング】 田辺 清（フライ級）

銀 フリースタイル 松原正之（フライ級） ウエイトリフティング 三宅義信（バンタム級）/

小野 喬（跳馬）相原信行・他 5名（団体総合） / 小野 喬（鉄棒）/相原信行（徒手）/

銅 銅

銅

銅 吉川貴久（フリーピストル）銅

鶴見修治（あん馬） 小野 喬（平行棒） 小野 喬（つり輪）/ /

■1956 年 メルボルン・ストックホルム大会

山中 毅（400m自由形）/ 山中毅（1500m自由形）/吉村昌弘（200m平泳ぎ）

古川勝（200m平泳ぎ）

銀

笹原茂（ライト級）銀

小野 喬（個人総合）/ 相原信行・他５名（団体総合）/相原信行（徒手）/ 小野 喬（あん馬）/銀

金

小野 喬（鉄棒）

久保田正躬（平行棒）

金

石本 隆（200mバタフライ）

金 フリースタイル 笹原正三（フェザー級） 池田三男（ウェルター級）/

銅 久保田正躬（つり輪） 竹本正男（つり輪） 小野 喬（平行棒）竹本正男（平行棒） 竹本正男（鉄棒）

/

/ / / /

■1964 年 東京大会
銅

銅

円谷幸吉（マラソン）【男子陸上】

【男子陸上】

金

【男子レスリング】

【ウエイトリフティング】

グレコローマンスタイル 花原勉（フライ級） / 市口政光（バンタム級） / フリースタイル吉田義勝（フライ級） / 
堀内岩雄（ライト級）

銅

銅

一ノ関史郎（バンタム級） 大内仁（ミドル級）

/ /

/

岩崎邦宏・岡部幸明・庄司敏夫・福井誠（4×200m自由形リレー）【男子競泳】 銅

【ボクシング】

【ボクシング】

【男子バレーボール】

【女子バレーボール】

【女子バレーボール】

桜井孝雄（バンタム級）

【射撃】

【柔道】

吉川貴久（フリーピストル）銅

【男子体操】

鶴見修治（個人総合）/ 遠藤幸雄（床運動） 鶴見修治（あん馬）/ 鶴見修治（平行棒）銀

銀

金

金

三宅義信（フェザー級）

池田尚弘・他 11名 磯辺サタ・他 11名

金

中谷雄英（軽量級） 岡野功（中量級）猪熊功（重量級） 神永昭夫（無差別級）金

金

遠藤幸雄・他５名（団体総合）遠藤幸雄（個人総合）/

/

山下治広（跳馬） 遠藤幸雄（平行棒）早田卓次（つり輪）/ / /

【女子体操】 銅 相原俊子・他５名（団体）

上武洋次郎（バンタム級） / フリースタイル 渡辺長武（フェザー級）

当時の日本人オリンピックメダリスト（1936年～1968 年）

7

『田畑政治と金栗四三とその時代』に関わる主な出来事

1891年（明治24)

1898年（明治31）

1911年（明治44）

1912年（明治45）

1914年（大正3）

1917年（大正6）

1920年（大正9）

1922年（大正11）

1923年（大正12）

1924年（大正13）

1928年（昭和3）

1932年（昭和7）

1936年（昭和11）

1937年（昭和12）

1938年（昭和13）

1939年（昭和14）

1944年（昭和19）

1945年（昭和20）

1946年（昭和21）

1947年（昭和22）

1948年（昭和23）

1952年（昭和27）

1956年（昭和31）

1959 年（昭和34）

1960年（昭和35）

1961年（昭和36）

1962年（昭和37）

1964年（昭和39）

1967年（昭和42）

1971年（昭和46）

1973年（昭和48）

1983年（昭和58）

1984年（昭和59）

2004年（平成16）

8月、金栗四三、熊本県玉名郡（現・和水町）に誕生。

12月、田畑政治、静岡県浜松町（現・浜松市）に誕生。

田畑、浜松中学校に入学。水泳部に入部。

金栗、三島弥彦とともに日本人としてオリンピック初出場。　第５回ストックホルム大会開催。日本初参加。

金栗、春野スヤと結婚。　田畑、病気のため水泳選手を断念。　第一次世界大戦勃発。

金栗、日本初の駅伝「東海道駅伝競走」開催に協力。選手としても参加。

金栗、仲間らと箱根駅伝を発案し初開催。　金栗、アントワープ大会に出場し１６位。

第７回アントワープ大会で、日本人初のメダル獲得（テニスで銀）

金栗、仲間と樺太（当時）ー東京間を20日間で走破。

関東大震災。

金栗、パリ大会に出場するが棄権。第一線から引退。　田畑、東京帝国大学卒業。朝日新聞社に入社。　　

第８回パリ大会開催。

田畑、アムステルダム大会の金メダリストなど世界の一流選手を招き、国際水上大会を開催。

第９回アムステルダム大会で初の金メダル獲得。（陸上三段跳）

田畑、ロサンゼルス大会に水泳チームの総監督として参加。

第１０回ロサンゼルス大会で日本水泳陣がメダル１２個を獲得。

田畑、ベルリン大会で日本選手団副団長を務める。　　

1940年の第12回東京大会開催が決定。　第11回ベルリン大会で水泳の前畑秀子が女子初の金メダル獲得。

田畑、東京オリンピック組織委員会の準備委員に就任。　日中戦争勃発。

5月、嘉納治五郎死去（享年７７歳）　7月、日本は東京大会開催返上を決定。

第二次世界大戦勃発。

第13回ロンドン大会、第二次世界大戦により中止。

田畑、日本水泳連盟理事長に就任。　第二次世界大戦終結。

金栗、発足した熊本県体育会（現・熊本県体育協会）の初代会長に就任。

金栗賞朝日マラソン（福岡国際マラソンの前身）が熊本で開催。金栗がスターター。

田畑、日本水泳連盟会長に就任。ロンドン大会の日程に合わせて全日本選手権開催。

戦後初の第14回ロンドン大会開催。日本は招待されず。

田畑、ヘルシンキ大会で日本選手団団長を務める。　第15回ヘルシンキ大会開催。

田畑、メルボルン大会で日本選手団団長を務める。　第16回メルボルン大会開催。

田畑、東京オリンピック組織委員会の事務総長に就任。　1964年のオリンピック、東京開催が決定。

第17回ローマ大会開催。

田畑、東京五輪組織委員会事務総長に就任

田畑、東京五輪組織委員会事務総長を解任

アジア初のオリンピック、第18回東京大会開催。

金栗、ストックホルム大会５５周年記念式典に招待され、55年越しのゴールを果たす。

田畑、日本体育協会副会長に就任。

田畑、日本オリンピック委員会（JOC）会長に就任。

11月、金栗四三死去（享年９２歳）

8月、田畑政治死去（享年８５歳）

第80回箱根駅伝から、最優秀選手に贈られる「金栗四三杯」新設。
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病
を
克
服
し
指
導
者
の
道
へ

好
タ
イ
ム
に
自
信
深
め
る

現役時代
奥谷　亘 氏

「
い
だ
て
ん
」ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

奥
谷　

亘（
お
く
た
に　

わ
た
る
）氏　

略
歴

所
属　

播
磨
中（
兵
庫
）↓
西
脇
工
高（
兵
庫
）↓
ダ
イ
エ
ー

↓
積
水
化
学
↓
S
U
B
A
R
U

生
年
月
日 

1
9
7
5
年
1
月
9
日　

出
身
地　

兵
庫
県

自
己
ベ
ス
ト 

マ
ラ
ソ
ン：
2
時
08
分
49
秒（
2
0
0
6
年
12
月
福
岡
）

日
本
代
表
出
場 

　

1
9
9
3
年
世
界
ジ
ュニ
ア
選
手
権
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
会
5
千
m
14
位

　

2
0
0
3
年
世
界
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
会 

40
位

　

2
0
0
5
年
世
界
選
手
権
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
会
マ
ラ
ソ
ン
14
位

ニュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
出
場
回
数　
９
回

  

2
0
0
6
年
の
福
岡
国
際
マ
ラ
ソ
ン
で
４
位（
日
本
人
で
1
位
）

と
な
り
、自
己
ベ
ス
ト
記
録
を
更
新
し
て
、翌
年
の
世
界
陸
上
大

阪
大
会
男
子
マ
ラ
ソ
ンへ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。こ
こ
で
好
成

績
を
出
せ
ば
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
が
見
え
る
と
い
う
地
元

開
催
で
の
絶
好
の
舞
台
で
し
た
。
31
歳
の
時
の
こ
と
で
す
。と
こ
ろ

が
、大
阪
大
会
の
百
日
前
に
、腹
膜
炎
を
発
症
し
、合
併
症
も

あ
っ
て
約
三
ヶ
月
入
院
し
ま
し
た
。治
療
の
た
め
に
腸
を
手
術
し
、

以
後
、競
技
に
は
出
場
で
き
な
い
状
態
と
な
り
ま
し
た
。医
者
か

ら
は
、「
日
常
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
第
一

で
、陸
上
競
技
の
こ
と
は
忘
れ
て
く
だ
さ
い
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

天
国
か
ら
地
獄
に
突
き
落
と
さ
れ
た
よ
う
な
も
の
で
す
。治
療
に

専
念
し
た
後
、一
般
で
東
京
マ
ラ
ソ
ン
2
0
1
0
に
出
場
し
て
４
時

間
以
上
で
完
走
し
、選
手
の
終
わ
り
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

一
番
に
な
れ
な
い
悔
し
さ
を
バ
ネ
に

｠ 　
私
は
幼
少
時
に
体
が
弱
か
っ
た
た
め
、父
親
に
勧
め
ら
れ
て

早
朝
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
走
る
こ
と
に
興
味

を
持
っ
た
き
っ
か
け
で
す
。小
学
生
の
低
学
年
ま
で
は
運
動
競

技
で
勝
て
る
子
供
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、ジ
ョ
ギ
ン
グ
を

続
け
て
い
る
う
ち
に
徐
々
に
早
く
走
れ
る
よ
う
に
な
り
、5
年

生
の
時
に
全
校
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
1
位
に
な
り
ま
し
た
。こ
の

時
、勝
て
る
喜
び
を
感
じ
、さ
ら
に
早
く
走
る
た
め
練
習
に
前

向
き
に
な
り
、力
を
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。

  

全
国
高
校
駅
伝
で
は
、1
年
、2
年
の
時
は
先
輩
が
強
く
、出

場
機
会
が
な
く
て
悔
し
い
思
い
を
し
ま
す
が
、
3
年
の
時
に
3

区
を
走
り
、チ
ー
ム
優
勝
に
貢
献
し
ま
す
。し
か
し
、4
区
、5

区
の
選
手
は
区
間
賞
を
と
り
ま
し
た
が
、私
は
外
国
人
留
学
生

に
敗
れ
区
間
賞
を
と
れ
ず
に
二
位
だ
っ
た
の
で
、一
位
に
な
れ
な
い

悔
し
さ
が
残
り
ま
し
た
。

  

西
脇
工
高
の
陸
上
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、当
時
の
大
学
陸

上
部
は
練
習
の
質
と
量
が
物
足
り
な
く
感
じ
た
た
め
、進
学
よ

り
も
プ
ロ
意
識
を
持
っ
て
競
技
に
取
り
組
む
実
業
団
に
関
心
が

あ
り
ま
し
た
。1
9
9
3
年
、新
興
強
豪
チ
ー
ム
の
ダ
イ
エ
ー
は

神
戸
が
拠
点
で
、地
元
企
業
と
い
う
こ
と
も
あ
り
入
社
を
決
め

ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、入
社
直
後
か
ら
陸
上
部
の
運
営
が
不
安

定
で
、拠
点
が
福
岡
に
移
る
こ
と
に
な
り
、そ
れ
を
機
に
積
水
化

学
に
移
籍
し
ま
す
。積
水
の
佐
藤
監
督
は
チ
ー
ム
を
強
く
す
る

た
め
ハ
ー
ド
な
練
習
を
課
し
、私
は
何
と
か
つ
い
て
い
き
、徐
々
に

強
く
な
っ
た
の
で
す
。   

  

1
9
9
9
年
の
東
京
国
際
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
、初
マ
ラ
ソ
ン
を
2
時
間
11
分
24
秒
で
走
り
、好
タ
イ
ム
に
自

信
を
深
め
ま
す
。さ
ら
な
る
成
長
を
目
指
し
て
富
士
重
工（
現

S
U
B
A
R
U
）に
移
籍
し
ま
し
た
。

ぐ
ん
ま
マ
ラ
ソ
ン
1
8
0
日

      

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加

継
続
し
て
入
賞
で
き
る
チ
ー
ム
づ
く
り

   

2
0
０
９
年
に
S
U
B
A
R
U
の
コ
ー
チ
に
就
任
し
た
当
初

は
、チ
ー
ム
を
変
え
て
や
る
と
の
強
い
意
気
込
み
で
、練
習
メ
ニュ
ー

は
自
分
で
組
み
立
て
て
、強
く
な
る
た
め
の
練
習
さ
え
し
て
い
れ
ば

勝
て
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。実
際
に
、2
0
1
1
年
に
監
督
に
就

任
し
て
か
ら
の
ニュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
は
12
位
、
6
位
、
9
位
と
上
位

に
い
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
翌
年
か
ら
15
位
、
25
位
、
31
位
と
成

績
は
振
る
わ
ず
、悩
み
ま
し
た
。成
績
不
振
の
原
因
を
突
き
詰
め

る
と
、選
手
の
育
成
に
特
化
し
て
い
て
も
チ
ー
ム
は
強
く
な
ら
な
い

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

監
督
の
仕
事
は
選
手
の
育
成
、ス
カ
ウ
ト
活
動
、対
外
交
渉
な

ど
、バ
ラ
ン
ス
よ
く
底
上
げ
し
て
い
く
こ
と
で
す
。現
在
は
監
督
に

就
任
し
て
9
年
が
経
過
し
、自
分
が
育
て
た
選
手
が
コ
ー
チ
に
な

り
、自
分
の
方
針
を
理
解
し
て
実
践
で
き
る
の
で
、任
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。ま
た
、会
社
か
ら
の
理
解
を
得
て
、チ
ー
ム
強
化
の
仕

組
み
づ
く
り
が
出
来
つ
つ
あ
り
ま
す
。今
年
の
ニュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝

で
は
、S
U
B
A
R
U
が
一
時
先
頭
に
立
つ
姿
を
見
せ
、や
れ
ば
で

き
る
、と
い
う
結
果
を
示
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

   

優
勝
を
狙
う
の
は
ま
だ
先
の
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、継

続
し
て
入
賞(

８
位
以
内)

で
き
る
チ
ー
ム
づ
く
り
は
十
分
可
能
と

考
え
ま
す
。自
分
が
い
な
く
て
も
実
力
の
あ
る
チ
ー
ム
で
あ
り
続

け
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
選
手
の
育
成
に
加
え
て
、コ
ー
チ
な
ど
後
進
の
育
成

に
し
っ
か
り
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ぐ
ん
ま
マ
ラ
ソ
ン
1
8
0
日
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、ぐ
ん
ま
マ
ラ
ソ
ン

（
毎
年

11
月
に
開
催
）で
初
め
て
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
す
る
人
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、私
を
は
じ
め

S
U
B
A
R
U
陸
上
競
技
部
の
ス
タ
ッ
フ
が
指
導
し
ま
す
。マ
ラ
ソ

ン
の
普
及
と
い
う
社
会
的
な
意
義
や
S
U
B
A
R
U
の
フ
ァ
ン
づ

く
り
と
、価
値
の
あ
る
取
り
組
み
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。1
8
0
日

で
誰
で
も
マ
ラ
ソ
ン
を
完
走
で
き
る
か
と
い
う
と
、そ
ん
な
に
簡
単

な
こ
と
で
は
な
い
で
す
が（
笑
）。

  

（
令
和
元
年
五
月
二
八
日
取
材　

聞
き
手
：
佐
藤
正
彦（
㈱
ヤ
マ

ト
内
部
監
査
室
長
）　
構
成
：
木
下
直
也（
㈱
ヤ
マ
ト
広
報
室
長
））

ニュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
と
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
陸
上
競
技
部

   

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝（
全
日
本
実
業
団
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
）

は
、日
本
に
お
け
る
実
業
団
駅
伝
日
本
一
を
決
定
す
る
競
技
大
会
。

第
32
回（
昭
和
63
年
・
1
9
8
8
年
）か
ら
実
施
日
が
1
月
1
日

に
な
り
、群
馬
県
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。県
庁
を
発
着
点

に
中
・
西
毛
か
ら
東
毛
を
走
り
抜
け
る
新
春
の
風
物
詩
と
な
っ
て

い
る
。

　

群
馬
県
太
田
市
に
本
拠
を
置
く
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
陸
上
競
技
部

は
平
成
13
年（
２
０
０
１
）の
第
45
回
大
会
に
初
出
場
し
、１
区
を

奥
谷
亘
氏
が
走
っ
た
。奥
谷
氏
が
監
督
に
就
任
し
て
初
め
て
の
大

会（
2
0
1
2
年
・
第
56
回
）で
12
位
、翌
年
は
6
位
で
初
入
賞
を

果
た
す
。そ
れ
以
降
入
賞
は
無
い
が
、
今
年
の
大
会
で
は
10
位
と

な
り
、来
年
の
大
会
で
入
賞
が
期
待
さ
れ
る
。

奥
谷
　
亘
　
氏

S
U
B
A
R
U
陸
上
競
技
部
監
督

89

奥
谷
　
亘
　
氏

S
U
B
A
R
U
陸
上
競
技
部
監
督

―

地
道
な
努
力
で
逆
境
を
は
ね
返
す

日
本
代
表
選
手
か
ら
駅
伝
競
争
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
へ―



　

空
慧
寺
は
大
同
元
年（
八
〇
六
）に
平
安
時

代
の
天
台
宗
の
高
僧
と
し
て
知
ら
れ
た
伝
教
大

師
最
澄
に
よ
り
創
建
さ
れ
た
と
伝
わ
る
寺
院

で
す
。鎌
倉
時
代
後
期
の
文
永
７
年（
一
二
七

〇
）に
白
井
城
の
城
主
白
井
長
尾
家
が
華
厳
禅

師（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
：
建
長
寺
の
僧
）を
招

請
し
白
井
長
尾
家
の
菩
提
寺
と
し
て
中
興
開

山
し
て
い
ま
す
。白
井
長
尾
家
は
関
東
管
領
職

に
あ
っ
た
山
内
上
杉
家
の
重
臣
と
し
て
勢
力
を

拡
大
し
ま
す
が
、天
正
18
年（
一五
九
〇
）の
豊

臣
秀
吉
に
よ
る
北
条
征
伐
で
、当
時
仕
え
て
い

た
北
条
氏
が
滅
び
た
こ
と
か
ら
、領
地
を
失
い
、

衰
退
し
て
い
き
ま
す
。

　

空
慧
寺
は
白
井
長
尾
家
の
庇
護
か
ら
、江
戸

時
代
に
な
る
と
徳
川
将
軍
家
か
ら
寺
領
１８
石

が
安
堵
さ
れ
ま
し
た
。山
門
は
江
戸
時
代
中
期

の
元
禄
年
間（
一六
八
八
〜一七
〇
三
）に
造
営
さ

れ
た
も
の
で
、入
母
屋
、銅
板
葺（
旧
茅
葺
）、八

脚
楼
門
、桁
行
三
間
、梁
間
二
間
の
和
様
を
主

体
と
し
な
が
ら
唐
様
を
加
味
し
て
い
ま
す
。外

壁
は
真
壁
造
り
板
張
り
、天
井
は
格
天
井
で
極

彩
色
、上
層
部
高
欄
付
、上
層
部
内
部
に
は
釈

迦
如
来
像
と
十
六
羅
漢
、釈
迦
三
尊
な
ど
の
像

が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
慶
安
2
年（
一
六
四
九
）に
、第

三
代
将
軍
徳
川
家
光
よ
り
朱
印
状
を
賜
わ
っ

た
が
、以
後
、歴
代
将
軍
よ
り
寺
領
18
石
を
先

規（
前
例
）に
従
っ
て
下
附
す
る
旨
を
受
け
賜
わ

っ
て
い
る
。

　

数
代
を
欠
く
が
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
保
存
さ

れ
て
い
て
、市
指
定
の
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
こ

の
朱
印
状
の
空
慧
寺
領
は
、幕
府
確
認
の
土
地

で
朱
印
地
と
い
わ
れ
、空
慧
寺
絵
図
に
よ
る
と
、

子
麓
の
鱸
沢
の
地
区
に
な
って
い
る
。

　

将
軍
が
替
わ
る
と
住
職
や
寺
世
話
人
が
、朱

印
状
を
お
駕
籠
に
載
せ
、「
朱
印
状
」の
木
片 

の

木
札
を
お
駕
籠
に
差
し
て
江
戸
に
赴
き
、寺
社

奉
行
所
で
取
り
替
え
て
き
た
。

　

朱
印
箱
は
、黒
色
漆
塗
り
で
、徳
川
家
の「
葵

紋
」が
描
か
れ「
御
朱
印
空
慧
寺
」と
金
泥
で

書
か
れ
て
い
る
縦
57・5
セ
ン
チ
、横
15・０
セ
ン

チ
、深
さ
10・7
セ
ン
チ
の
形
状
で
、紐
で
結
ば
れ

て
い
る
。

 

白
井
長
尾
氏
は
、室
町
期
頃
か
ら
戦
国
期
ま

で
白
井
城
を
本
拠
と
し
て
活
躍
し
た
一
族
で
、 

長
尾
姓
は
、相
模
国
鎌
倉
郷
の
所
領
か
ら
名
乗

っ
た
と
さ
れ
る
が
、白
井
へ
の
定
着
は
い
つ
誰
の

時
か
不
明
で
あ
る
。

　

長
尾
氏
が
上
野
国
へ
入
っ
た
の
は
、鎌
倉
足
利

氏（
鎌
倉
公
方
）の
家
宰
で
あ
っ
た
上
杉 

氏
の
上

杉
憲
顕
が
、建
武
4
年（
一
三
三
七
）に
、上
野・

越
後
両
国
の
守
護
と
な
っ
て
、長
尾
景
忠
が
守

護
代
を
務
め
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。

　

白
井
城
は
、景
仲（
昌
賢
）の
代
に
築
か
れ

た
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、景
仲
は
主
君
で
あ
る

関
東
管
領
上
杉
氏
に
仕
え「
関
東
無
双
の
案

者（
知
恵
者
）」と
称
さ
れ
た
。こ
の
17
基
は
供

養
塔
で
、15
基
が
白
井
長
尾
氏
の
も
の
と
さ
れ
、

供
養
塔
前
宝
篋
印
塔
は
無
銘
で
あ
る
が
、長
尾

氏
先
祖
の
権
五
郎
景
政
の
塔
、白
井
長
尾
氏
の

元
祖
景
熙
の
塔
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

空
慧
寺
境
内「
説
明
板
」よ
り
抜
粋

御
朱
印
状 史

跡
め
ぐ
り

郷
土

〈 

群
馬
県 

渋
川
市 

〉

渋
川
市
指
定
重
要
文
化
財

指
定
年
月
日 

昭
和
61
年
5
月
6
日

渋
川
市
指
定
史
跡

指
定
年
月
日 
昭
和
58
年
6
月
27
日

長
尾
氏
累
代
の
墓

本堂（左側）。境内には御朱印状が渋川市指定文化財に指定されていることを示す碑がある

朱印箱

山門  江戸時代の元禄年間に造営された

長尾氏累代の墓

長尾氏累代の墓の案内板

天霊山空慧寺

伊香保おもちゃと人形
自動車博物館

正田醤油
スタジアム

ヤマト

ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ 

群
馬
県
渋
川
市
上
白
井
３
９
５
８

上
越
新
幹
線

上
越
線

国
道
17
号

赤城I.C

渋川伊香保I.C

前橋I.C
新前橋駅

八木原駅

渋川駅

金島駅
敷島駅

前橋駅

中央前橋駅

JR両毛線

上
越
線吾

妻
線

前橋市

高崎市

渋川市

白
井
長
尾
氏
系
図
（『
天
霊
山
空
慧
禅
寺
』に
よ
る
）

長
尾
忠
通
　
　
　
景
熈
　
　
　
景
忠
　
　
　
景
行
　
　
　
清
景

　
　
景
守
　
　
　
景
仲
　
　
　
景
信
　
　
　
景
春
　
　
　
景
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
井
局

　
　
景
誠
　
　
　
憲
景
　
　
　
輝
景
　
　
　
景
泰
　
　
　
景
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
景 

し
ろ
く

た
た
ら
ざ
わ

く
う 

え
い　

じ

か　

さ
い

き
ん 

で
い

か
げ 

な
か

し
ょ
う
け
ん

白
井
長
尾
家
の
菩
提
寺 

天
霊
山
空
慧
禅
寺
白
井
宿
観
交（
光
）

案
内
人
の
会  

須
田 

孝



シ
リ
ー
ズ 

群
馬
の
芸
術
家 

❻

一
枚
の
葉
に
命
の
き
ら
め
き
を
見
つ
め
る「
葉
画
家
」

群
馬 

直
美

元
群
馬
県
立
近
代
美
術
館
学
芸
員  

染
谷 

滋

群
馬
直
美

https://w
w
w
.w
ood.jp/konoha/

高
崎
市
生
ま
れ
。一
九
八
二

年
、東
京
造
形
大
学
絵
画
科

卒
業
。在
学
中
に
新
緑
の
美

し
さ
、そ
の
生
命
力
に
深
く

癒
さ
れ
た
経
験
か
ら
、「
葉
っ

ぱ
」を
テ
ー
マ
と
す
る
創
作

活
動
に
入
る
。「
葉
っ
ぱ
の
精
神
ー
こ
の
世
の
中
の
一
つ
一
つ
の

も
の
は
全
て
同
じ
価
値
が
あ
り
光
り
輝
く
存
在
で
あ
る
」に

則
り
、一
九
九
一
年
テ
ン
ペ
ラ
で
克
明
に
描
く
現
在
の
作
風
に

至
る
。著
書
に『
言
の
葉 

葉
っ
ぱ
暦
』『
群
馬
直
美
の
木
の
葉

と
木
の
実
の
美
術
館
』他
。東
京
都
立
川
市
在
住
。

生
い
立
ち
、画
家
と
し
て
の
岐
路

　
群
馬
直
美
は
一
九
五
九（
昭
和
三
四
）年
八
月
二
〇
日
に
高
崎
市
並

榎
町
に
生
ま
れ
た
。群
馬
県
人
な
ら
必
ず
聞
き
た
く
な
る
こ
と
だ

が
、「
群
馬
直
美
」は
間
違
い
な
く
本
名
で
あ
る
。

　
高
崎
市
立
第
四
中
学（
現
在
の
並
榎
中
学
）か
ら
農
大
二
高
に
進

学
。絵
は
好
き
だ
っ
た
が
理
系
ク
ラ
ス
で
美
術
部
に
も
無
縁
だ
っ
た
。

そ
れ
で
も
東
京
造
形
大
学
を
受
験
し
た
の
だ
か
ら
、よ
ほ
ど
絵
が
好

き
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。そ
の
造
形
大
三
年
生
の
と
き
、人
生
を
決
定
づ

け
る
出
来
事
が
あ
っ
た
。

　「
世
界
で
一
番
美
し
い
も
の
」と
自
信
を
も
っ
て
制
作
し
た
作
品
を

下
宿
の
軒
下
に
置
い
た
と
こ
ろ
、子
供
が
怖
が
っ
て
泣
く
の
で
撤
去

し
て
欲
し
い
と
大
家
さ
ん
か
ら
言
わ
れ
た
の
だ
。極
彩
色
の
無
数
の

眼
が
全
身
に
貼
り
付
い
た
人
型
オ
ブ
ジ
ェ
だ
っ
た
と
言
う
か
ら
さ
も

あ
り
な
ん
だ
。

　
こ
の
事
で
自
分
の
感
覚
に
自
信
を
失
い
極
度
の
ス
ラ
ン
プ
に
陥

る
。何
も
作
れ
な
い
日
々
が
何
ヵ
月
も
続
い
た
あ
る
日
、新
緑
の
街

路
樹
の
下
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
い
て
、ふ
と
見
上
げ
た
木
の
葉
の
美

し
さ
が
人
生
の
岐
路
と
な
っ
た
。

　「
四
ヵ
月
ぶ
り
に
心
に
す
ー
っ
と
入
り
込
ん
で
き
た
感
覚
。頭
の
中

で
も
つ
れ
て
い
た
糸
が
一
瞬
の
う
ち
に
ほ
ど
け
た
。こ
の
美
し
さ
を
伝

え
た
い
」

　
こ
の
と
き
か
ら
葉
っ
ぱ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
制
作
が
始
ま
っ
た
。

葉
画
家
の
誕
生

　
群
馬
直
美
は
自
分
自
身
を「
葉
画
家
」と
呼
ぶ
。こ
れ
ま
で
な
か
っ

た
名
称
で
、彼
女
だ
け
の
も
の
だ
。一
枚
の
葉
だ
け
を
克
明
に
原
寸
大

で
描
写
す
る
。よ
く
似
た
ス
タ
イ
ル
に
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト（
植
物
画
）

が
あ
る
。ま
だ
写
真
が
発
明
さ
れ
る
以
前
か
ら
植
物
図
鑑
な
ど
に
使

わ
れ
た
も
の
で
、非
常
に
古
い
伝
統
が
あ
る
の
だ
が
、群
馬
直
美
の
作

品
と
の
決
定
的
な
違
い
は
、そ
の
目
的
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
は
植
物
の
姿
を
正
確
に
写
し
取
る
こ
と
自

体
に
目
的
が
あ
る
の
だ
が
、群
馬
直
美
の
場
合
は
一
枚
の
葉
に
宿
る

生
命
を
写
し
取
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
る
。そ
れ
は
虫
食
い
だ
ら

け
の
葉
で
も
、枯
れ
て
命
尽
き
よ
う
と
し
て
い
る
葉
で
も
同
じ
で
、葉

の
一
枚
一
枚
に
個
性
を
見
出
し
、そ
の
葉
が
歩
ん
で
き
た
生
涯
に
想
い

を
馳
せ
な
が
ら
筆
を
取
る
。

　
と
は
言
え
、葉
を
テ
ー
マ
に
し
よ
う
と
思
い
立
っ
て
か
ら
、今
の
ス

タ
イ
ル
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
は
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
。走
る
の
が

好
き
だ
っ
た
群
馬
直
美
は
、一
九
八
三（
昭
和
五
八
）年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
渡
米
し
た
が
、そ
こ
で

見
た
ア
メ
リ
カ
の
木
の
葉
が
肉
厚
で
あ
ま
り
葉
脈
が
は
っ
き
り
し
な

か
っ
た
の
も
、日
本
で
葉
を
描
く
事
に
自
信
を
与
え
た
。

　
決
定
的
だ
っ
た
の
は
、テ
ン
ペ
ラ
画
と
の
出
会
い
だ
。油
絵
よ
り
も

は
る
か
に
細
密
に
描
け
る
こ
の
技
法
が
、ど
ん
な
細
部
も
見
落
と
さ

ず
に
写
し
取
る
現
在
の
ス
タ
イ
ル
を
生
ん
だ
。一
九
九
一（
平
成
三
）年

五
月
の
こ
と
だ
。

世
界
に
認
め
ら
れ
た
葉
画
家

　
最
近
で
は
葉
っ
ぱ
だ
け
で
な
く
野
菜
に
ま
で
モ
チ
ー
フ
を
広
げ
た

群
馬
直
美
だ
が
、そ
の
き
っ
か
け
は
母
校
の
農
大
二
高
か
ら
頼
ま
れ

た
作
品
に
、思
い
付
き
で
大
根
を
描
き
込
ん
だ
こ
と
ら
し
い
。言
う

ま
で
も
な
く「
大
根
踊
り
」は
母
校
の
伝
統
だ
か
ら
だ
。

　
前
回
の
ヤ
マ
ト
の
個
展
会
場
で
は
、下
仁
田
ネ
ギ
と
の
運
命
的
な

出
会
い
が
あ
っ
た
。以
来
数
年
が
か
り
で
下
仁
田
ネ
ギ
の
一
生
を
連

作
し
、何
と
ネ
ギ
を
表
現
し
た
ダ
ン
ス
ま
で
披
露
し
た
。

　
こ
の
連
作
六
点
は
、今
年
の
七
月
、ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
王
立

園
芸
協
会（
R
H
S
）ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
展
に
出
品
さ
れ
、最
高
賞

を
受
賞
す
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。R
H
S
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
展

は
歴
史
の
古
い
権
威
あ
る
展
覧
会
で
、出
品
を
許
可
さ
れ
る
だ
け
で

も
厳
し
い
審
査
が
あ
る
。そ
こ
で
の
最
高
賞
受
賞
は
、間
違
い
な
く

世
界
が
認
め
た
証
拠
だ
。

　
今
回
の
ヤ
マ
ト
の
展
示
で
は
、そ
の
受
賞
作
も
展
示
さ
れ
る
。故
郷

に
錦
な
ら
ぬ
下
仁
田
ネ
ギ
を
飾
る
わ
け
だ
。

　
葉
画
家
と
し
て
だ
け
で
な
く
執
筆
や
創
作
ダ
ン
ス
と
活
動
の
幅

を
広
げ
る
群
馬
直
美
。次
は
ど
ん
な
展
開
を
見
せ
て
く
れ
る
の
だ
ろ

う
か
。

ヤ
マ
ト・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
二
度
目
の
個
展

　
群
馬
直
美
は
、株
式
会
社
ヤ
マ
ト
の
看
板
画
家
と
呼
べ
る
存
在

だ
。毎
月
発
行
さ
れ
る
ヤ
マ
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー
サ
ー
ク
ル
の
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
に
は
、近
年
そ
の
総
て
に
、ヤ
マ
ト
の
ビ
オ
ト
ー
プ
園
の
植
物
を

テ
ー
マ
と
し
た
作
品
や
写
真
、文
章
を
寄
せ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
従
っ
て
、そ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
愛
読
し
大
事
に
フ
ァ
イ
ル
し
て
い

る
人
た
ち
に
は
、群
馬
直
美
は
す
で
に
良
く
知
る
存
在
だ
と
思
う
。

　
ヤ
マ
ト
で
は
二
〇
一
五（
平
成
二
七
）年
の
六
月
に「
群
馬
直
美
の
野

菜
た
ち『
い
の
ち
の
い
ろ
』展
」を
開
催
し
た
。前
橋
市
内
で
は
初
め
て

の
個
展
で
、大
根
や
玉
ね
ぎ
な
ど
の
野
菜
が
テ
ー
マ
と
な
っ
た
約
五

〇
点
の
作
品
が
、制
作
過
程
で
書
か
れ
た
絵
日
記
の
抜
粋
と
共
に
展

示
さ
れ
た
。

　
ヤ
マ
ト
と
の
縁
は
そ
の
時
以
来
で
、ビ
オ
ト
ー
プ
園
で
の
制
作
は

そ
の
翌
年
か
ら
始
ま
っ
た
が
、こ
の
展
覧
会
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
上

毛
新
聞
社
の「
オ
ピ
ニ
オ
ン
21
」の
執
筆
者
に
も
選
ば
れ
、県
内
に
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

　
今
回
の
個
展
で
は
、そ
の
お
馴
染
み
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
原
画
が
一
挙

初
公
開
さ
れ
る
。ヤ
マ
ト
で
の
展
示
が
何
よ
り
も
相
応
し
い
舞
台
で

あ
り
、展
示
を
見
終
え
て
か
ら
取
材
地
で
あ
る
ビ
オ
ト
ー
プ
園
を
散

策
す
る
の
も
楽
し
い
だ
ろ
う
。

ツバキの実　©Naomi Gumma
ヤマトビオトープ園にて 2019.7.30

紙（ファブリアーノ・エキストラホワイト極細）/テンペラ
size:335mm×245mm

ヤマトネイチャーサークル掲載

12月  収穫ネギ　©Naomi Gumma
下仁田町馬山・大澤貴則さんの畑にて
紙/テンペラ　size:756mm×561mm

4月  ネギの花　©Naomi Gumma
下仁田町馬山・大澤貴則さんの畑にて
紙/テンペラ　size:1025mm×560mm

下
仁
田
ネ
ギ
の
一
生
と
、ヤ
マ
ト
ビ
オ
ト
ー
プ
園
の
葉
っ
ぱ
た
ち

群
馬 

直
美 

個
展

開
館
時
間 

： 

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

休
館
日 

： 

土
・
日
・
祝
日（
9
月
21
日（
土
）・
22
日（
日
）は
開
館
）

開
催
期
間 

： 

令
和
元
年
8
月
24
日（
土
）〜
9
月
27
日（
金
）

会
　
　
場 

： 

ヤ
マ
ト
本
社
1
階 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ホ
ー
ル
入
場
無
料



株
式
会
社
ね
ぎ
し
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス 

様

お客様
紹介

本
社 : 

東
京
都
新
宿
区

株
式
会
社
ね
ぎ
し
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
様
は
新
宿
、渋
谷
な
ど
都

心
部
を
中
心
に「
牛
た
ん 

と
ろ
ろ 

麦
め
し 

ね
ぎ
し
」を
40
店

展
開
し
て
い
ま
す
。ね
ぎ
し
の
定
食
は「
牛
た
ん
、と
ろ
ろ
、麦

め
し
」
そ
れ
ぞ
れ
が
主
役
で
、女
性
や
高
齢
者
に
も
食
べ
や
す

い
こ
だ
わ
り
の
食
材
で
お
い
し
さ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。こ
の

た
び
、同
社
で
は
生
産
能
力
増
強
の
た
め
、埼
玉
県
狭
山
市
に

新
工
場
を
建
設
し
ま
し
た
。㈱
ヤ
マ
ト
は
、新
工
場
の
機
械
・
冷

蔵
設
備
工
事
を
担
当
し
ま
し
た
。

工

事

名

称

住

所

延

床

面

積

設
計
・
監
理

施
工 

建
　 

　
築

機
械
・
冷
蔵
設
備

電
気
設
備

空
調
設
備
概
要

衛
生
設
備
概
要

冷
蔵
設
備
概
要

竣

工
株
式
会
社
ね
ぎ
し
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

狭
山
工
場
新
築
工
事｠

埼
玉
県
狭
山
市
大
字
下
広
瀬
7
6
7
ー
3｠

2,
9
7
4
㎡ 

地
上
二
階

株
式
会
社 

創
元
設
計

岩
堀
建
設
工
業 

株
式
会
社

株
式
会
社 

ヤ
マ
ト

株
式
会
社 

ヤ
マ
ト
・
イ
ズ
ミ
テ
ク
ノ
ス

エ
ア
コ
ン
6
0
台 

・ 

外
調
機
3
台 

・

フ
ァ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
9
台｠

上
水
受
水
槽
、井
水
受
水
槽 

・ 

蒸
気
式
給
湯
器 

・ 

屋
内
消
火
栓 

・ 

蒸
気
ボ
イ
ラ
ー 

・ 

エ
ア
ー
コ
ン
プ
レ
ッ
ッ
サ
ー 

・ 

冷
水
装
置

冷
凍
・
冷
蔵
機
器
14
系
統

2
0
1
9
年
5
月

施
設
概
要

　

ね
ぎ
し
は
、
働
く

仲
間
の
幸
せ
を
追
求

す
る
こ
と
を
第
一
に

考
え
て
い
ま
す
。
お

客
様
を
大
切
に
し
て
、

業
績
を
伸
ば
し
、
百

年
続
く
企
業
を
つ
く

る
こ
と
が
目
標
と
な

っ
て
い
ま
す
。安
心
し
て
長
く
働
く
こ
と
が
で
き
、や
り
が
い
を

感
じ
な
が
ら
成
長
で
き
る
会
社
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

　

品
質
へ
の
こ
だ
わ
り
は
強
く
持
っ
て
い
ま
す
。ど
ん
な
に
き

れ
い
な
お
店
で
接
客
が
良
く
て
も
、お
い
し
く
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。牛
タ
ン
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
産
を

使
っ
て
い
ま
す
。焼
き
肉
店
は
ア
メ
リ
カ
産
を
使
う
ケ
ー
ス
が

多
い
よ
う
で
す
が
、ア
メ
リ
カ
産
は
若
干
脂
が
強
い
の
で
、ね
ぎ

し
風
の
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
お
い
し
さ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
新
設
し
た
狭
山
工
場
で
は
、経
営
の
効
率
化
の
た
め
に

機
械
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。牛
タ
ン
は
1
日
に
約
数
千
本
処

理
し
ま
す
。牛
タ
ン
を
機
械
で
ス
ラ
イ
ス
す
る
際
に
、手
で
切
る

の
と
同
様
か
そ
れ
以
上
の
品
質
を
維
持
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り

ま
し
た
。ス
ラ
イ
ス
す
る
刃
の
精
度
や
牛
タ
ン
の
解
凍
時
間
な

ど
、２
年
以
上
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。飲
食
店
は
競

争
が
厳
し
い
の
で
、常
に
品
質
の
高
さ
を
追
求
し
て
い
か
な
い

と
、お
客
様
か
ら
見
放
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

お
い
し
さ
に
こ
だ
わ
る
と
、素
材
、産
地
、栽
培
方
法
、飼
育

方
法
等
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、厳
選
し
た
生
産
者
と

深
い
お
付
き
合
い
を
し
て
い
ま
す
。た
と
え
ば
お
米
な
ら
ば
、

当
社
の
社
員
が
田
植
え
、稲
刈
り
等
の
農
作
業
に
研
修
で
出
向

い
て
い
ま
す
。毎
年
約
40
名
が
交
代
で
現
地
に
行
っ
て
お
り
、全

社
員
が
3
〜
4
年
に
１
回
は
参
加
す
る
形
で
す
。と
ろ
ろ
は
千

葉
県
多
古
町
産
の
大
和
芋
で
、農
家
さ
ん
と
直
接
つ
な
が
り
を

持
ち
、毎
年
の
収
穫
祭
に
参
加
し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

大
和
芋
は
雑
に
扱
う
と
皮
が
む
け
た
り
折
れ
た
り
す
る
の
で
、

収
穫
体
験
が
あ
る
と
お
店
で
大
切
に
扱
う
よ
う
に
な
る
と
い
う

プ
ラ
ス
効
果
も
あ
り
ま
す
。付
け
合
わ
せ
の
お
み
漬
け（
お
新

香
）
と
味
噌
な
ん
ば
ん
は
、山
形
県
庄
内
地
方
の
契
約
農
家
で

栽
培
し
て
お
り
、２
年
以
上
か
け
て
漬
け
方
な
ど
の
テ
ス
ト
を

繰
り
返
し
、お
客
様
に
提
供
し
て
い
ま
す
。近
頃
は
食
材
の
産

直
や
契
約
栽
培
を
採
り
入
れ
る
外
食
チ
ェ
ー
ン
店
が
増
え
て
い

ま
す
が
、ね
ぎ
し
は
十
数
年
前
か
ら
手
が
け
て
い
ま
す
。安
定
し

て
良
質
な
食
材
を
調
達
す
る
た
め
の
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

現
在
、「
牛
た
ん 

と
ろ
ろ 

麦
め
し 

ね
ぎ
し
」は
４0
店
、豚
肉

の
店「
し
ろ
か
つ
&
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ 

ね
ぎ
ポ
」が
１
店
で
、い

ず
れ
も
新
宿
の
本
社
か
ら
３０
分
以
内
に
立
地
し
て
い
ま
す
。外

食
や
小
売
店
の
出
店
で
は
、ド
ミ
ナ
ン
ト
戦
略
と
い
う
も
の
が

あ
り
、一
定
の
範
囲
に
集
中
し
て
出
店
し
た
ほ
う
が
物
流
や
人
員

配
置
、教
育
、認
知
度
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。こ
の
メ
リ
ッ

ト
を
高
め
る
た
め
に
、商
圏
は
新
宿
か
ら
３０
分
に
絞
り
込
ん
で

い
ま
す
。ま
た
、ね
ぎ
し
で
は
外
国
人
の
採
用
を
１０
年
以
上
前

か
ら
進
め
て
お
り
、現
在
で
は
２
割
以
上
を
占
め
ま
す
。早
い

段
階
か
ら
、外
国
人
が
い
な
け
れ
ば
お
店
が
成
り
立
た
な
い
こ

と
を
見
越
し
て
い
た
の
で
す
。外
国
人
の
従
業
員
は
ね
ぎ
し
へ

の
満
足
度
が
高
く
、「
働
く
仲
間
の
幸
せ
を
追
求
す
る
」
経
営

を
実
践
し
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
ね
ぎ
し
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
　
執
行
役
員
製
造
部
長 

山
下 

博
人 

様

お客様
インタビュー

福島県会津での田植え体験

建物外観完成イメージ（3DCG）

外観写真

3DCG 背面3DCG 正面 


